
四

変
更
し
た
事
項
（
変
更
前
の
事
項
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
年
運
輸
省
告
示
第
六
十
七
号
を
参
照
。）

四

灯
質
、
光
度
、
配
置
そ
の
他
航
空
灯
火
の
性
能
に
関
す
る
重
要
事
項
の
表
誘
導
路
灯
の
項
を
次
の
と
お
り
変

更
し
た
。

誘
導
路
灯

発
光
ダ
イ
オ
ー
ド
、
航

空
青
の
不
動
光

最
大
五
カ
ン
デ
ラ

誘
導
路
の
両
外
側
及
び
エ
プ
ロ
ン
の
外

側

最
大
二
十
カ
ン
デ
ラ

誘
導
路
灯
列
の
灯
列
線
上
で
誘
導
路
の

出
入
口

五

変
更
し
た
事
項
に
係
る
飛
行
場
灯
火
の
供
用
開
始
期
日

平
成
二
十
六
年
二
月
二
十
七
日

一
般
財
団
法
人
新
日
本
検
定
協
会
か
ら
登
録
事
項
の
変
更
の
届
出
が
あ
っ
た
件

一

苫
小
牧
事
業
所
の
変
更

^

所
在
地
の
変
更

変
更
前

北
海
道
苫
小
牧
市
双
葉
町
一
丁
目
１
番
６
号

変
更
後

北
海
道
苫
小
牧
市
新
中
野
町
一
丁
目
４
番
1
5号

_

変
更
年
月
日

平
成
二
十
六
年
二
月
十
日

平成™�年™月™�日 木曜日 第�™šŸ号官 報

２
使
用
の
部
分
高
知
県
高
岡
郡
四
万
十
町
金
上
野

字
野
添
、
字
岡
ハ
ナ
、
字
三
日
月
山
、字
コ
ビ
ガ
谷
、

字
己
斐
加
谷
、
字
荷
掛
、
字
小
G
籠
、
字
ツ
ヅ
ラ
及

び
字
カ
ロ
ト
越
並
び
に
峰
ノ
上
字
コ
ミ
山
地
内

高
知
県
幡
多
郡
黒
潮
町
市
野
瀬
字
地
蔵
平
山
、
字

大
ツ
エ
山
、
字
イ
ヅ
ノ
ヲ
ク
、
字
森
リ
及
び
字
ヨ
コ

ボ
山
、
佐
賀
橘
川
字
カ
ブ
ツ
ケ
山
、
字
一
ツ
田
、
字

ヤ
ラ
イ
山
、
字
シ
イ
谷
山
、
字
ナ
カ
マ
、
字
シ
イ
タ

ニ
及
び
字
鈴
道
山
並
び
に
拳
ノ
川
字
上
ハ
カ
シ
、
字

ノ
ボ
リ
ヨ
ヲ
ロ
、
字
大
バ
イ
、
字
ス
ナ
田
、
字
ツ
ヅ

ラ
谷
、
字
中
ホ
リ
、
字
口
ツ
ヅ
ラ
、
字
南
山
、
字
コ

バ
ノ
川
神
田
、
字
北
屋
敷
及
び
字
丸
松
地
内

第
４
事
業
の
認
定
を
し
た
理
由

申
請
に
係
る
事
業
は
、
以
下
の
と
お
り
、
法
第
2
0

条
各
号
の
要
件
を
全
て
充
足
す
る
と
判
断
さ
れ
る
た

め
、
事
業
の
認
定
を
し
た
も
の
で
あ
る
。

１
法
第
2
0条
第
１
号
の
要
件
へ
の
適
合
性

申
請
に
係
る
事
業
は
、
高
知
県
高
岡
郡
四
万
十
町

金
上
野
字
押
川
口
地
内
の
四
万
十
町
西
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
か
ら
同
県
幡
多
郡
黒
潮
町
拳
ノ
川
字
南
山

地
内
の
拳
ノ
川
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
（
仮
称
）
ま
で

の
延
長

6•
1
›
の
区
間
（
以
下
「
本
件
区
間
」
と
い

う
。）に
お
け
る
「
一
般
国
道
5
6号
改
築
工
事
（
片
坂

バ
イ
パ
ス
）」（
以
下
「
本
件
事
業
」
と
い
う
。）で

あ

る
。本
件
事
業
は
、
道
路
法
（
昭
和

2
7年
法
律
第

1
8
0

号
）
第
３
条
第
２
号
に
掲
げ
る
一
般
国
道
に
関
す
る

事
業
で
あ
り
、
法
第
３
条
第
１
号
に
掲
げ
る
道
路
法

に
よ
る
道
路
に
関
す
る
事
業
に
該
当
す
る
。

し
た
が
っ
て
、
本
件
事
業
は
、
法
第
2
0条
第
１
号

の
要
件
を
充
足
す
る
と
判
断
さ
れ
る
。

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
百
六
十
七
号

船
舶
安
全
法
（
昭
和
八
年
法
律
第
十
一
号
）
第
六
条
ノ
二
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
事
業
場
を
製
造
認
定
事
業
場
と

し
て
認
定
し
た
の
で
、
船
舶
安
全
法
の
規
定
に
基
づ
く
事
業
場
の
認
定
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
四
十
八
年
運
輸
省
令
第

四
十
九
号
）
第
十
二
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

平
成
二
十
六
年
二
月
二
十
七
日

国
土
交
通
大
臣

太
田

昭
宏

事
業
場
の
名
称

事
業
場
の
所
在
地

認
定
に
係
る
物
件
の
範
囲

有
効
期
間

三
菱
電
機
株
式
会
社
名

古
屋
製
作
所
新
城
工
場
愛
知
県
新
城
市
有
海
字
鳥
影

１
番
地
`
１

電
動
機
（
定
格
出
力
が
9
0W

以
下
の
交
流
電
動
機
に
限

る
。）

平
成
2
6年
２
月
1
7日
か
ら

平
成
3
1年
２
月
1
6日
ま
で

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
百
六
十
八
号

海
洋
汚
染
等
及
び
海
上
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
百
三
十
六
号
）
第
四
十
三
条
の
九
第

一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
二
十
六
年
二
月
十
三
日
付
け
を
も
っ
て
次
の
よ
う
に
型
式
承
認
を
し
た
の
で
、
海
洋
汚

染
等
及
び
海
上
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
六
年
運
輸
省
令
第
三
十
八
号
）
第
三
十
七
条
の
十

五
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
海
洋
汚
染
防
止
設
備
及
び
大
気
汚
染
防
止
検
査
対
象
設
備
型
式
承
認
規
則
（
昭
和
五
十

八
年
運
輸
省
令
第
四
十
一
号
）
第
十
二
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
公
示
す
る
。

平
成
二
十
六
年
二
月
二
十
七
日

国
土
交
通
大
臣

太
田

昭
宏

型
式
承
認

番
号

物
件
の
名
称

物
件
の
型
式

製
造
者
の
名
称

製
造
者
の
住
所

第
Ｐ
`
6
1
9号

油
吸
着
材

カ
ク
タ
ス
Ｃ
Ａ

Ｍ
`
5
0Ｈ
Ｋ

浪
華
絹
綿
株
式
会
社
大
阪
府
大
阪
市
都
島
区
毛
馬
町

４
丁
目
３
番
地
2
6号

第
Ｐ
`
6
2
0号

〃
カ
ク
タ
ス
Ｃ
Ａ

Ｍ
`
6
5Ｈ
Ｋ

〃
〃

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
百
六
十
九
号

次
の
型
式
に
係
る
海
洋
汚
染
等
及
び
海
上
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
百
三
十
六
号
）
第

四
十
三
条
の
九
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
型
式
承
認
は
、
海
洋
汚
染
等
及
び
海
上
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
施
行
規

則
（
昭
和
四
十
六
年
運
輸
省
令
第
三
十
八
号
）
第
三
十
七
条
の
十
五
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
海
洋
汚
染
防
止
設
備

及
び
大
気
汚
染
防
止
検
査
対
象
設
備
型
式
承
認
規
則
（
昭
和
五
十
八
年
運
輸
省
令
第
四
十
一
号
）
第
十
一
条
第
一
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
平
成
二
十
六
年
一
月
十
日
付
け
を
も
っ
て
失
効
し
た
の
で
、
海
洋
汚
染
等
及
び
海
上
災
害
の
防
止
に

関
す
る
法
律
施
行
規
則
第
三
十
七
条
の
十
五
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
海
洋
汚
染
防
止
設
備
及
び
大
気
汚
染
防
止
検

査
対
象
設
備
型
式
承
認
規
則
第
十
二
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
公
示
す
る
。

平
成
二
十
六
年
二
月
二
十
七
日

国
土
交
通
大
臣

太
田

昭
宏

型
式
承
認

番
号

物
件
の
名
称

物
件
の
型
式

製
造
者
の
名
称

製
造
者
の
住
所

第
Ｐ
`
5
8
9号

油
吸
着
材

ネ
オ
ア
タ
ッ
ク
エ
ー

ス
Ｓ
型

東
和
化
工
株
式
会
社
神
奈
川
県
横
浜
市
金
沢
区
福
浦

一
丁
目
1
0番
地
６

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
百
七
十
号

船
舶
安
全
法
（
昭
和
八
年
法
律
第
十
一
号
）
第
二
十
八
条
第
七
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
十
五
条
の
五
十
の
規
定

に
基
づ
き
、
一
般
財
団
法
人
新
日
本
検
定
協
会
か
ら
登
録
事
項
の
変
更
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
二
十
八
条
第

七
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
十
五
条
の
六
十
二
第
二
号
の
規
定
に
よ
り
、
公
示
す
る
。

平
成
二
十
六
年
二
月
二
十
七
日

国
土
交
通
大
臣

太
田

昭
宏

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
百
七
十
一
号

土
地
収
用
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
十
九
号
。

以
下
「
法
」
と
い
う
。）第
二
十
条
の
規
定
に
基
づ
き
事
業

の
認
定
を
し
た
の
で
、
法
第
二
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に

基
づ
き
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
六
年
二
月
二
十
七
日

国
土
交
通
大
臣

太
田

昭
宏

第
１
起
業
者
の
名
称
国
土
交
通
大
臣

第
２
事
業
の
種
類
一
般
国
道
5
6号
改
築
工
事
（
片
坂

バ
イ
パ
ス
・
高
知
県
高
岡
郡
四
万
十
町
金
上
野
字
押

川
口
地
内
か
ら
同
県
幡
多
郡
黒
潮
町
拳
ノ
川
字
南
山

地
内
ま
で
）

第
３
起
業
地

１
収
用
の
部
分
高
知
県
高
岡
郡
四
万
十
町
金
上
野

字
押
川
口
、
字
野
添
、
字
岡
ハ
ナ
、
字
三
日
月
山
、

字
コ
ビ
ガ
谷
、
字
己
斐
加
谷
、
字
江
戸
見
、字
荷
掛
、

字
小
G
籠
、
字
小
ツ
ヅ
ラ
及
び
字
ツ
ヅ
ラ
地
内

高
知
県
幡
多
郡
黒
潮
町
市
野
瀬
字
大
ツ
エ
山
、
字

イ
ヅ
ノ
ヲ
ク
、
字
森
リ
及
び
字
ヨ
コ
ボ
山
、
佐
賀
橘

川
字
カ
ブ
ツ
ケ
山
、
字
一
ツ
田
、
字
ヤ
ラ
イ
山
、
字

シ
イ
谷
山
、
字
ナ
カ
マ
、
字
シ
イ
タ
ニ
、字
七
ツ
岩
、

字
ヲ
ン
ジ
ガ
ハ
ナ
及
び
字
鈴
道
山
並
び
に
拳
ノ
川
字

大
バ
イ
、
字
ス
ナ
田
、
字
ツ
ヅ
ラ
谷
、
字
中
ホ
リ
、

字
口
ツ
ヅ
ラ
、
字
南
山
、
字
コ
バ
ノ
川
神
田
、
字
北

屋
敷
及
び
字
丸
松
地
内
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